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JR 九州の日田彦山線は、筑豊地域や大分県日田市といった主要区間を連絡する基幹

的な鉄道路線であり、通勤・通学の交通手段として利用されるとともに、地域のシンボ

ルとしても親しまれていました。しかし、平成 29 年７月九州北部豪雨（以下「九州北

部豪雨」という）により、添田駅以南で甚大な被害を受け、現在は添田駅から夜明駅の

区間において不通となっています。九州北部豪雨以降、復旧に関する協議は県や JR、関

係自治体により行われてきましたが、2020 年（令和２年）７月に開催された「第６回日

田彦山線復旧会議」において、関係自治体（福岡県・大分県・東峰村・添田町・日田市）

と JR 九州の間で、彦山駅－宝珠山駅間を専用道とする BRT（バス高速輸送システム）

で復旧することが合意されました。 

BRT という新しい交通システムの導入を機に、沿線地域の持続的な発展を目指して

いくため、福岡県と東峰村、添田町が連携して「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」

を策定し、地域の人口確保や域外から人（観光客、移住者）を呼び込むための魅力ある

地域づくり、地域が潤う産業振興施策等を進めています。 

本基本構想は BRT の運行を一つの契機として村民、事業者、行政などが連携して村

づくりを進めるため、東峰村内に位置する BRT 駅周辺に必要な機能や役割を整理し、

駅周辺の将来ビジョンを共有するとともに、将来的な整備の方向性を整理するものです。 
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本基本構想は「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」及び「第２次東峰村総合計画後

期基本計画」を上位計画とし、村の持つ各種関連計画との整合をとりながら進めていき

ます。 

 

「日田彦山線沿線地域振興基本構想」をもとに、東峰村、添田町の観光振興、伝統産

業の振興などを通じて経済の活性化を図り、地域の発展を目指すことを目的に策定され

ました。３つのテーマに分かれて、合計 9 つの重点プロジェクトが設定されており、そ

れらに基づいて取り組みが行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

村の最上位計画として 2020 年度（令和２年度）より運用されています。策定時は

BRT での整備が決定していなかったため、観光や交通の観点から関連のある事項をま

とめます。 

 

■重点プロジェクト 

①地域の魅力を活かした地域振興・観光振興 【人が集まる拠点づくり】 

方 向 性：BRTが運行する沿線において、人が集まる拠点を整備することで、新しい人

の流れを創る。新たな拠点の整備により、人の流れを生み、周遊性、回遊性

を高める。 

主な取組み：鉄道敷跡地の利活用、歴史・文化を活かしたまちづくりの推進及びこれを活

かした観光の促進 

■第１章 １．産業の振興 1-3 観光の振興 施策（２）観光資源の活用 

①観光・レクリエーション施設の機能充実 

・駐車場の整備  ・岩屋湧水の活用推進  ・JR めがね橋等の近代土木遺産の活用 

②観光・交流施設の整備・活用 

・新たな観光・交流施設の整備による集客力の向上 

④地域資源のネットワーク化 

・地域の観光資源を結ぶテーマ別観光ルートの設定 

■第２章 １．交通・通信体系の整備等 1-1道路・交通の整備等（３）公共交通機関の充実 

①地域公共交通の充実 

・利便性の高い交通システムの確立 

③JR日田彦山線の早期の復旧 
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九州北部豪雨からの復旧・復興に向けた安全・安心なむらづくりの指針として策定さ

れました。 

 

 

 

 

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法定計画であり、持続性の

高い公共交通体系の形成と、それを支える体制の構築、育成を目的とします。2023 年に

開業予定のBRTの運行もふまえ、本村に最適な公共交通計画として策定されています。 

■復興の方向性５観光の振興 5-1村のシンボル、観光拠点である観光交流施設の復旧・活用 

・棚田親水公園やつづみの里、駅舎、いぶき館、ほうしゅ楽舎等の観光交流施設の復旧や

新たな場所での再建に向け取り組むとともに、新たな観光資源の発掘や利活用を進める 

【基本方針】 

■方針Ⅰ：すべての人にとって使いやすい地域交通の形成 

・BRT開通を見据え、村外からの観光客にとっても使いやすい形でBRTを起点とした二次

アクセスを整備する 

■方針Ⅳ：地域のにぎわい創出につながるBRTの活用と公共交通の取組み推進 

・九州初となるBRTを本村の観光資源として捉え、新しいサービスや新商品の開発を行う 

 

【計画の目標】 

■方針Ⅳ：目標２ BRTを観光資源と捉えた観光振興の推進 

 

【目的を達成するための事業】 

■事業⑥ AI活用型オンデマンドシステムの導入 

・AI活用型オンデマンドシステムを活用することで、原則として自由経路、自由ダイヤで

の運行を行いながら、BRTのダイヤに合わせて駅舎に到着するよう運行管理を行い、

BRTとの接続を確保する 

■事業⑦ デジタルサイネージによる交通情報、観光情報の発信 

・道の駅やBRT駅舎等の拠点施設にデジタルサイネージを設置し、交通情報や観光情報の

発信を行う 

・情報発信拠点としての機能向上のため、BRT駅舎については改築を検討する 

■事業⑨ BRT等の交通資源を活用した新商品の開発 

・BRTを本村の新たな観光資源として捉え、新しいサービスや新商品の開発を行う 
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日田彦山線沿線の豊かな里山の景観を新たな観光資源の一つとすることを目指し、豊

かな里山の景観を有する現在の日田彦山線沿線の魅力や課題を調査し、樹木及び植物の

植樹、植栽及び必要に応じた伐採を実施するための計画として策定されています。 

 

 

 

「福岡県日田彦山線沿線地域振興計画」に基づき、観光産業の振興により国内外から

の交流人口をさらに増加させ、地域経済の活性化や雇用の場の確保につなげていくこと

を目指して策定されています。 

 

■基本方針２：情報発信の強化 

③BRT開通を契機とした誘客拡大を図るため、県、添田町と連携した地域内の機運醸成や

PR活動の検討及び展開 

・筑前岩屋駅周辺…既存のサクラ、ツツジの管理とシバザクラの植栽 

・大行司駅周辺…紅葉樹の代表であるモミジ、ドウダンツツジやツバキの植栽 

・宝珠山駅周辺…サクラの樹勢回復と補植、駅周辺ののり面に花々の植栽 
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本基本構想は、住民ワークショップや東峰学園の児童生徒を対象とした子どもアンケ

ート、イベント等による来訪者アンケートなどを行い、それらをもとに駅周辺及び沿線

の整備について「東峰村日田彦山線沿線地域振興協議会」の協議を経て策定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月日 開催内容 

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
） 

9 月 9 日（金）19：00～21：00 第１回東峰村日田彦山線沿線地域振興協議会 

9 月 27 日（火）15：00～17：00 協議会委員による現地視察 

9 月 27 日（火）19：00～20：30 第１回住民ワークショップ（意見交換会） 

10 月 20 日（木）～10 月 28 日（金） 東峰学園 子どもアンケート 

10 月 28 日（金）～11 月 13 日（日） 東峰村応援団対象アンケート 

10 月 30 日（日） JR 九州ウォーキング2022 秋参加者アンケート 

11 月 24 日（木）19：00～21：00 第２回東峰村日田彦山線沿線地域振興協議会 

11 月 29 日（火）19：00～20：30 第２回住民ワークショップ（意見交換会） 

２
０
２
３
年

（
令
和
５
年
） 

１月 17 日（火）19：00～21：00 第３回東峰村日田彦山線沿線地域振興協議会 

2 月 9 日（火）19：00～20：30 第３回住民ワークショップ（意見交換会） 

2 月 13 日（月）～2月 26 日（日） パブリックコメントの実施 

3 月 17 日（金）19：00～21：00 第４回東峰村日田彦山線沿線地域振興協議会 
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本基本構想の対象範囲は村内の BRT 駅及び日田彦山線 BRT の沿線とします。 
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直近の国勢調査の実績値である 2020 年（令和２年）において、村の人口は 1,899 人

であり、年々減少傾向となっています。さらに国立社会保障・人口問題研究所（以下、

社人研）の推計によると、以下のグラフのように今後も人口は減少していくことが予想

されています。 

また年齢別にみると 2020 年（令和２年）時点で 65 歳以上の人口は 869 人、高齢化率

は 45.8％となっており、高齢化が進行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 211 号、国道 500 号、県道 52 号などが村内の

基幹路線となっています。公共交通は JR 日田彦山線

が運休となって以降、JR 代行バス及び西鉄グループの

運用する路線バス、地域交通等となっており、多くの

住民は生活のための交通手段として自家用車を利用

しています。

                                

      
      

    
                    

    

    
    

    
    

    
    

    

     
     

     

     
                    

   

    

    

    

    

    

    

 

   

     

     

     

     

     

                                

                          

「東峰村空家対策計画」より引用 

2020 年までは国勢調査の実績値、2025 年以降は社人研の推計値 
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2020 年（令和２年）の国勢調査を見ると、東峰村の就業人口は 662 人です。割合と

して最も多いのは製造業で、次いで農業・林業、医療・福祉となっています。福岡県全

体でみると、第三次産業の割合が全体の７割以上を占めていますが、本村では第一次産

業、第二次産業の２つで、全体の半数近くを占めているのが特徴です。 

 

 

 

 

 

村内には国の重要文化財に指定されている岩屋神

社本殿をはじめとして、数多くの文化財や史跡、天然

記念物が残されています。これらは東峰村の観光スポ

ットとしても人気があります。 

 

 

村内には豊かな自然と美しい景観、そこで生まれた食や手仕事など魅力的な資源が数

多くあります。特に近年では新型コロナウイルス感染症の影響もあり、アウトドアの需

要の増加も言われていることから、キャンプ場等が多く立地する本村でも多くの利用客

が訪れています。 

            

建設        

          

情報通信       運    便       

         

     金   保        

学      ・  サービス       

      サービス       

生活 連サービス   楽       

   学  援       

     

     

 合サービス        

サービス （ に   れないもの）       

公 （ に   れるものを く）          能の産       
     

建設 

   

情報通信 

運    便 

       

金   保  

学      ・  サービス 

      サービス 

生活 連サービス   楽 

   学  援 

     

 合サービス  

サービス （ に   れないもの）

公 （ に   れるものを く）

   能の産 
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村外からの観光需要や子どもたちの意見を反映させるため、アンケート調査を実施し

ました。各調査の概要は以下の通りです。なお詳細については資料編に記載します。 

■期 間：2022 年（令和４年）10 月 28 日～11 月 13 日 

      （JR 九州ウォーキングのアンケートは 10 月 30 日（日）のみ実施） 

■回収数：376 件 

JR 九州ウォーキング参加者と東峰村応援団の団員に対してアンケート調査を実施し

ました。東峰村の魅力については豊かな自然や水、陶器が上位となりました。また BRT

の利用意向では８割を超える回答者が開通したら乗ってみたいと思うと回答しており、

関心の高さが伺えます。さらに観光の視点から駅に必要な施設としては駅から移動する

ための交通手段や、トイレや駐車場などの施設の回答が多くなっています。 

 

 

 

  

   

   

   

  

   

  

   

  

駅から の観光地 行くための地域交通（バスやタクシーなど）

（観光） 内所

  施設

周辺のパン レットや 内 

トイレ、駐車場等の便 施設

  所

  ・土産 屋

 の 

               

    用 に や   に  な施設   回  

                 

   

   

   

  

  

  

  

  

 

  

 かな自 

 かな水（岩屋湧水等）

   （  ）

歴史文化

アウトドア

 りやイ ント

人

 の 

                     

  村の  について   回  

        

         

 う  

   

 わない  

  

わからない      の     

   の 用 向

 う  わない わからない  の 
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 ■期 間：2022 年（令和４年）10 月 20 日～10 月 28 日 

■回収数：112 件 

 

子どもたちの意見を取り入れるため、東峰学園の児童生徒を対象にアンケート調査

を実施しました。利用意向については、１～３年生には BRT が開通したら乗ってみ

たいか、４年生以上にはどのようなときに BRT に乗ると思うかを質問しました。ど

ちらも乗ってみたいと思うという回答が多数であり、関心の高さが伺えます。また、

子どもの目線からみた東峰村の自慢できるものについては、自然や水、焼物など、（１）

の観光客向けアンケートと近い結果となりました。また、東峰村のいいところ、困っ

ているところ、あったらいいと思うものを自由記述形式で回答してもらい、多くのご

意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 う   

   

 わない   

   

わからない      

   の 用 向（１ ３年 ）

 う  わない わからない

      

  

  

  

 

  

 

遊びに行くときに使うと う

   の進学、  のときに使うと う

 しに ってみると う

 ることはないと う

わからない

 の 

     

   の 用 向（ 年   ）

               

  

  

  

  

  

  

  

  

自 

水

   

お りやイ ント

アウトドア

 の 

            

  村の  で る の

       

         

・東峰学園  ・夏祭り  ・教育がいい 

・焼き物の模様がいい   ・めがね橋がある など 

・お店がない  ・工事用トラックが多い 

・道に草や木があって怖い         など 

・遊具のある公園、大きな公園  ・図書館 

・店舗（スーパー、コンビニ、レストランなど） 

・病院、薬局  ・銀行  ・娯楽施設   など 
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現地調査や住民ワークショップ、アンケート調査等をもとに各駅とその周辺について

現状と課題を整理します。 

筑前岩屋駅は 1956 年（昭和 31 年）に日田線の彦山-大行司間の延伸に伴い開業しまし

た。開業当時は有人駅でしたが、1971 年（昭和 46 年）に無人駅となり、その後九州北部

豪雨による被災のため、2022 年（令和 4 年）現在も利用されないままとなっています。 

駅の周辺には国の重要文化財に指定されている岩屋神社本殿をはじめとした文化財

や、竹の棚田、岩屋湧水等の観光スポット、岩屋キャンプ場等のアウトドア拠点など多

くの見どころがあります。さらにそれらを活用した季節のイベントが定期的に開催され

ており、訪れる人を魅了しています。また沿線にはサクラ並木と広範囲にわたるツツジ

の植栽が行われており、春には美しい景観を見ることができます。 

筑前岩屋駅から県道を南へ下ると棚田親水公園があり、夏季には宝珠山川の水を引き

込んだ河川プールに多くの人が集まります。また、ほたる祭りの会場ともなっている他、

2023 年（令和５年）度には「ほうしゅ楽舎」の移転オープンが予定されており、これま

で以上に人が集まるエリアになることが予想されています。 

  

ほたる祭り 竹棚田のライトアップ 

筑前岩屋駅と棚田親水公園の周辺は３駅の中で一番観光資源に恵まれています。しか

し、駅を中心とした周辺の観光拠点に対する案内や移動手段が不十分であり、その魅力

を十分に生かすことができていないのが現状です。また、美しい景観を演出するサクラ

やツツジは定期的な管理が必要であり、それらが地域の負担になることが懸念されます。

さらに、「竹地区棚田景観保全委員会」や「宝珠山ほたるを育てる会」など複数の団体が

あり、ヤマメ養殖・ワサビ栽培が行われるなど地域の活動が盛んであるため、それらを

さらに活かすための取り組みや整備が求められています。  



 

12 



 

13 



 

14 

大行司駅は 1946 年（昭和 21 年）に彦山線の宝珠山-大行司間延伸に伴い開業しまし

た。2001 年（平成 13 年）に無人駅となったのち、2008 年（平成 20 年）に駅舎は東峰

村に譲渡され、一部は飲食店として営業されていました。しかし、九州北部豪雨による

土砂崩れで駅舎は倒壊、その後令和元年に駅舎の復旧工事が完了しましたが、現在は利

用されていません。 

東峰村の中心地に最も近い駅であり、周辺には東峰村役場宝珠山庁舎をはじめ、東峰

村村民センター、東峰村保健福祉センターいずみ館、東峰村立東峰学園、東峰村立美星

保育所などの行政機能、教育機関が集積しています。また高木神社をはじめとする文化

財や、味噌醸造所、造り酒屋なども周辺に立地しており、そのコンパクトさから徒歩で

の観光も可能性を持っています。さらに駅とホームに高低差があることから、村内を見

渡すビュースポットとしても期待されています。 

  

被災前の大行司駅舎 高木神社 

大行司駅は３駅の中で最も村の中心部に近い駅です。九州北部豪雨以前は飲食店があ

ったこともあり、地域の人の集まる賑わい拠点としての役割も果たしていましたが、現

在は再整備された駅舎も活用されないままとなっています。また、トイレの整備がされ

ていないこと、ホーム（乗り場）への高低差が大きく高齢者や体の不自由な方にとって

は不便であることも公共交通としては大きな課題であるため、早急な対応が必要です。

一方で、高低差があるという事は、眺望や景観の面では魅力であり、それを活かすため

の取り組みも検討する必要があります。 

さらに、観光等での来訪者に向けては、周辺の旧宝珠山小学校グラウンドや既存商店

等との連携を図るため、案内板等の設置を行う必要があります。 
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宝珠山駅は 1937 年（昭和 12 年）に彦山線の夜明駅-宝珠山駅間の開通に伴い開業し

ました。1971 年（昭和 46 年）に無人駅となり、さらに九州北部豪雨の影響で現在は駅

としては利用されていません。九州で唯一プラットホームが県境をまたいでいる駅であ

り、県境の駅の碑が設置されています。駅舎は 1998 年（平成 10 年）に建替えられたも

ので、九州北部豪雨でも大きな被害は受けず、今に至っています。駅舎には福井地域の

コミュニティセンターが入っている他、周辺には東峰村宝珠山グラウンド、木工塾など

が立地し、地域の人の集まる場所となっています。また、沿線のサクラやフジなどの植

栽も美しく、さらに宝珠山駅-大行司駅間は農地の中を走行するため、視界が開けるとと

もに四季折々の景観を楽しむことができます。 

  

宝珠山駅 福井神社 

宝珠山駅には以前は遊具が設置されていましたが、現在は工事に伴い撤去されており、

既存のゲートボール場も現在では利用者が少なくなっています。さらに木工塾の南側は

竹林や雑草により活用が難しい状況になっていることから、駅を整備する上では、利用

者のニーズを把握したうえで、一体的な整備と利活用の検討が求められています。 

宝珠山駅は３駅の中で最も敷地が広く、さらに宝珠山グラウンドとも近接しているこ

とから、周辺整備により、さらなる活用が期待されます。県境の駅としての PR、BRT

専用道への入口としての表情づくりなどと合わせて検討を行う必要があります。 
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本基本構想は、『筑前岩屋駅及び棚田親水公園周辺』『大行司駅』『宝珠山駅』の３箇所

を対象として作成し、それぞれの整備に対するコンセプトと基本構想を整理します。基

本構想は、駅ごとの大きな整備の方向性を示すものですが、検討を進める中でより具体

的な整備についての議論も多くあったことから、基本構想の中であわせてまとめること

とします。 

 

日田彦山線 BRT の整備は『福岡県日田彦山線沿線地域振興計画』に即して実施され

るものです。そのため本村の BRT 駅の共通将来像を「みんなの夢をのせて～持続的な

発展と魅力ある地域づくりを目指して～」とします。 
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筑前岩屋駅は岩屋神社や岩屋キャンプ場、岩屋湧水、棚田親水公園、竹棚田、登山口

など周辺に観光に資する資源が多くあります。そのため、駅を拠点として東峰村の豊か

な自然や水、歴史を楽しむことのできる周辺観光地への散策や、めがね橋等の写真スポ

ットへのアクセスなどが可能となる整備を目指します。 

さらに「棚田まもり隊」やツツジの地元管理などの活動も活発であることから、地域

との連携も併せて取り組みます。 

 

筑前岩屋駅は、周辺観光の拠点として必要な機能について、優先的に整備を行います。

駅周辺での利便性向上や、観光拠点づくり、既存植栽の定期的な管理と更新を行い、さ

らには周辺観光拠点との連携を図るためのアクセス向上に向けた検討を行います。 

また、棚田親水公園周辺においては、観光拠点としての賑わいづくりや、植栽の管理、

めがね橋へのアクセス向上等に向けた検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページの図面で場所ごとの整備イメージを整理します。 

【  観光に資する整備：筑前岩屋 （短期的に取り組む の）】 

・  施設の整備  ・駐車場、駐輪場の整備  ・サイン（ 内、説明）の整備 

・写真スポットの設定  ・  、  施設の設置検討 

・レンタサイクルなどの周遊手段検討   ・サクラ、ツツジの管理      など 

 

【  観光に資する整備：棚田親水公園  （短期的に取り組む の）】 

・こいのぼりプールの整備  ・サインの設置  ・写真スポットの設定 

・植栽による景観整備  ・施設の更新                 など 
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大行司駅は東峰村の中心地に最も近い駅で、周辺には商店や住宅があり、日常的に

BRT を使う上での利便性が高い駅となっています。また駅舎とホームの高低差がある

ことが課題となる一方で、眺望景観や健康づくりなどそれが魅力につながる部分もあり

ます。そのため、地域の人の日常使いを中心に、東峰村の交通拠点としての利便向上を

目指していきます。 

 

大行司駅は、村民の方の日常利用における利便性を優先に整備を行います。駅前空間

の整備やホームの活用、商店等との連携等に取り組みながら、中長期的には旧小学校と

の連携やホームへのアクセス向上のための整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

次ページの図面で場所ごとの整備イメージを整理します。 

【日常 用に資する整備】 

・トイレの整備  ・駐車場、駐輪場の整備  ・サインの整備  ・駅舎の活用 

・ホームの活用方法検討  ・サクラの管理、更新  ・ 石原 の交通手段の検討 

など 
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宝珠山駅は広い敷地や近接する宝珠山グラウンドとの連携により賑わい拠点として

の可能性を持っています。また、BRT 専用道への出入口であるということや県境の駅で

あるということ、桜並木や大行司駅へと向かう中での美しい農の景観など、周辺ではな

く BRT と駅そのもので楽しむことができる要素が多くあります。そのため、美しい景

観を維持しつつ、子どもから大人まで誰もが楽しむことのできる駅を目指します。 

 

宝珠山駅は、広い敷地を活用し、駅そのものと BRT で楽しむことができる整備を行

います。駅前空間の賑わいづくりや、県境の駅としての活用、隣接する宝珠山グラウン

ドとの連携等を図るとともに、植栽の管理と整備や雑種地の景観整備を行い一体的な整

備を行います。 

 

 

 

 

 

 

次ページの図面で場所ごとの整備イメージを整理します。 

【 とBRTで楽しむ整備】 

・駐車場、駐輪場の整備  ・既存施設の整備、活用  ・県境の駅の PR 

・  施設の設置検討  ・イ ント広場の設置  ・遊具等の設置 

・植栽の管理、更新  ・サインの設置                   など 
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基本構想の実現には、村民、事業者、行政等の

連携と協働により取り組むことが重要です。村

においては関連計画との調整、村民が活動に協

力しやすい環境づくり等に努めるとともに、村

内の事業者や関係機関、協力機関等との連携を

図りながら計画を推進していきます。また、本基

本構想に基づく整備は、日田彦山線 BRT 開業後

も継続して実施していくものであることから、

適切な情報公開に努め、必要な協力体制の構築

を図ります。 

 

 

 

本基本構想に基づく整備スケジュールは以下の通りです。ただし他の計画との連携等

により変更になる可能性があります。 

 
    年度

 R 年度  

    年度

 R 年度  

    年度

 R 年度  

    年度

 R 年度  

    年度

 R 年度 

以降 

基本構想      

基本計画      

実施計画・実施設計      

整備      

ソフトの取り組み      

 

 



 

 



 

 



 

資-1 

学識経験者、村民代表、関係機関、庁内の関係者など 15 名で構成されます。 

１ 眞田 秀樹 東峰村長 会長 

２ 柴田  久 
福岡大学 工学部 社会デザイン工学科

教授 

副会長 

学識経験者 

３ 菅  義範 東峰村副村長  

４ 縄田 淳一 東峰村教育委員会教育長  

５ 伊藤  均 東峰村議会代表 議長  

６ 黒川 隆康 東峰村議会代表 副議長  

７ 井上 伍郎 東峰村区長会 代表  

８ 仲道  優 東峰村区長会 代表  

９ 田中 康和 東峰村老人クラブ連合会代表 会長  

10 井上 大祐 東峰学園ＰＴＡ代表 副会長  

11 片岡 拓之 東峰村沿線地域住民  

12 佐々木 啓二 東峰村沿線地域住民  

13 和田 将幸 東峰村沿線地域住民  

14 和田  徹 福岡県 政策支援課 地域政策監  

15 上村 寿志 
九州旅客鉄道株式会社 総合企画本部地

域戦略部 担当課長 
オブザーバー 

 

１ 岩橋 一成 ふるさと推進課 課長  

２ 矢野 正己 ふるさと推進課 課長補佐  

３ 和田 勲 ふるさと推進課 係長  

４ 池田 啓譲 ふるさと推進課 主査  



 

資-2 

開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎 第３会議室 

内  容：①第１回協議会のご意見ご質問と対応方針 

     ②令和３年度以降の  実施状況報告 

     ③BRT駅周辺整備計画基本構想について 

・アンケート調査結果 ・第１回WSの概要と成果及び第２回WSの予定 

・ 例紹介 

     ④今 のスケジュールについて 

開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎 第３会議室 

内  容：①第２回協議会のご意見ご質問と対応方針 

     ②BRT開 に向けた  の進捗報告 

     ③BRT駅周辺整備計画基本構想について 

・アンケート調査の詳細 析  ・基本構想 について 

・第２回WSの概要と成果及び第３回WSの予定 

     ④今 のスケジュールについて 

開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎 第３会議室 

内  容：①委員紹介  ②会長・副会長の選出 

     ③BRT駅周辺整備計画基本構想の策定について 

     ④スケジュールについて ⑤住民ワークショップの開催について 

開催場所：筑前岩屋駅、大行司駅、宝珠山駅 

内  容：現地視察、JR九州担当者より工 概要の説明 

開催場所：東峰村役場宝珠山庁舎 第３会議室 

内  容：①第３回協議会のご意見ご質問と対応方針 

②パブリックコメントの結果について 

③BRT駅周辺整備計画基本構想について 

・第３回WSの結果について ・基本構想 、概要版について 

④来年度以降のスケジュールについて 



 

資-3 



 

資-4 
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資-16 
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資-18 

 

 

  



 

資-19 

東峰村 BRT 駅周辺整備計画基本構想（案）についての意見公募

2023 年（令和５年）２月 13 日（月）～2 月 26 日（日）

村ホームページ、 

役場窓口（宝珠山庁舎ふるさと推進課、小石原庁舎住民福祉課） 

持参（宝珠山庁舎ふるさと推進課、小石原庁舎住民福祉課）、 

郵送、FAX、グーグルフォームで回答 

 

パブリックコメントの結果については、東峰村公式ホームページ上に公表しています。 



 

資-20 

用語の解説

アウトドア・アクティビティの略。屋外で

行う活動の総称で野外活動ともいう。 

ある一定の範囲の外。区域の外。

施策や  における基本概念。現状や課

題、諸条件を整理し、より実現性のある計

画を策定するための方針。

共通の目的を達成するため、色々な団体や

個人が対等な立場で協力、協調する 係。

社会保障や人口問題に する調査及び 

 を通じて、国民の  向上に貢献するこ

とを目的として設立 れた組織。

概念。全体を貫く基本的な考え方のこと。

看 、標識、屋外広告 などのこと。

  者の集まり。  者とは 15 歳以上で

収入を得ることを目的とした仕 に従 

している有 者のこと。

通勤・通学・通院・買 など住民の日常生活

に必要  欠な目的のために運行する、既

存の公共交通を補完する交通手段。

東峰村を応援し、地域活性化 の取り組み

に協力していただける、村内外の人を集め

た組織。

国や行政機 が計画等を定める際に、 前

に広く一般から意見を募ること。

未来 の展望、構想、未来像。

t）

バスを基盤とした大量 送システムで定時

性や 送能力の向上を目的とする。

日田彦山線添田駅～夜明・日田駅間を運行

する BRT。彦山駅～宝珠山駅は 用道、 

の の区間は一般道を走行する。愛称は

「BRTひこぼしライン」。

BRT を契機に、沿線地域の持続的な発展を

持していくために、添田町、 岡県と連携し

て取り組むための方策をまとめた計画。

参加者主体の体験型講座。意見交換会。
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